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＜連絡事項＞

･特記事項なし。

　

＜患者様連絡事項＞

· 木村　敬様～東Ａユニット13号室→西Ｂユニット24号室へ転室

· 畠山　文男様～東Ｂユニット3号室→西Ｂユニット29号室へ転室

· 田島　博様～東Ｂユニット1号室→南Ｂユニット101号室へ転室

· 佐々木　常夫様～タバコ15本/日、朝渡してください。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察開始中。私物要求はあるが、妄想発言や、女性への干渉や逸脱行為はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施中。盆に執着して詰所に入ろうとすること見られるが、介入にて行動は止まっている。迷惑行為や奇声は目立たない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう、看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・小笠原　ツヤ様～各食不食・拒薬あり。午前・午後点滴1本ずつ施行、7/11まで処方あり。点滴の安全管理の為に、実施時、両上肢拘束指示あり。血糖1日３検指示にて実施しており血糖200台で経過している。

・西澤　信様～朝ゼリー数口のみで、不食みられる。本日より点滴24時間キープで3本指示あり。タール便続いており、腹部症状や不調の自覚症状ない。引き続き便性状と身体症状の観察を行っていく。

・五日市　正様～血糖値100～200mg/dl。体温37．3℃→37．8℃　クーリングで様子みて　　　　　　いる。食事は朝食１/3、昼食は主食１/２、副食１/２摂取出来ている。食事摂取出来ている為、点滴終了となり、血糖測定は継続し300mg/dl以上はインスリンスライデイングで対応していく。今後も血糖値と食事摂取量の観察を行っていく。

・藤井　孝蔵様～体温37.6℃→37.1℃で経過。右下肢浮腫あり、Ｘ-Ｐの指示あり。右下肢　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　と褥瘡部・一般状態の観察をしていく。

・釜澤　亘様～発熱なし。血圧１７４/89mmHg　酸素飽和度97％　覚醒状態良好なため、８時２０分酸素止。本日昼より、食事再開の指示あり。食事量２/３摂取できている。食事は摂れている為点滴は終了となる。引き続き、全身状態の観察を行っていく。

・小笠原　澄子様～バイタル異常なし。点滴は7/11夕方まで継続、7/10採血の指示にて今後検討していく。声掛けに疎通良好。食事は、時々ムセあるが、自力で１/２→２/３摂取できている。妄想発言なく、落ち着いて過ごす。

・池野　功一様～体温３７.４℃→３７.０℃　クーリング継続。食事はむせ込みなく、エンシュアリキッドも飲用出来ている。酸素飽和濃度低下なし。声掛けへの反応良好である。

・桑原　幸一郎様～体温37.1℃へ解熱している。血圧77/38mmHg。活気なく、介入時以外は閉眼しているが疎通は取れている。引き続き、全身状態の観察をしていく。

・高橋　義明様～食事は朝食の菓子パン全量摂取し他2/3摂取。エンシュアリキッドは拒否無く飲用。妄想様の発言無く対応穏やか。日課以外臥床し過ごす事多い。

・佐々木　常夫様～タバコについては15本/日とし希望時に１本ずつ渡す事となっている

がルールは守れている。相談し明日より朝15本渡し自己管理としてみる。

・澤田　真理様～本日より、OT参加の指示あり。

＜伊藤Dr　診察情報＞

・釜澤　亘様～臨時薬一部変更　本日夕食後より６日分処方あり。食事再開変更指示あり、本日昼より、食事再開。パン・麺類禁止となる。食事摂取に伴い、点滴終了となる。

＜田名部Dr診察情報＞

· 野田　敏治様～臨時薬センナ１錠　就寝前５日分処方。以降は､定期となる。

· 猪石　和宏様～臨時薬ロドピン６T→３Tへ減薬

· 高橋　義明様～臨時薬クエチアピン（100）３T→６Tへ増薬

· 佐々木　常夫様～臨時薬一部変更７日分処方となる。

· 西澤　信様～臨時薬止め。点滴３本　２４時間キープで２日分処方あり。

＜新入院患者情報＞

氏名：熊谷　樹里（くまがい　じゅり）様

　生年月日：Ｓ60年　5月23日（32歳）

　　　性別：女性

　　主病名：統合失調症

　　　病棟：東病棟Aユニット8号室

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：馬渡Ｄｒ/サポート医　田名部Dr

　（経過）

H16年からむつ総合病院へ8回の入退院繰り返している。

H27.8.11～自宅2階のガラスを外し、外へ放り投げる事やガスコンロを火がついたまま投げる事があった。母より病院受診勧めるが、拒否が強い状況。むつ総合病院へ車で向かう際、助手席からハンドルを回したり、ギアをいじったりする為、車を急停止する事があった。受診時、笑みを浮かべるだけで意思疎通困難さがみられていた。医療保護入院となり、隔離室を使用する事もあった。状態が落ち着き、個室を出るが火災報知器を鳴らす事や器物破損行為を繰り返している。

理由について,「警察に捕まり、病院を出たかった。」と言ったり、意思疎通が図れないことがある。数回の入院歴の中で、同行為の繰り返しである。今回、母様より自立訓練施設入所の希望があり、当院へ転入院の相談があり、平成28年7月7日13：00東病棟Aユニット8号室へ医療保護入院となる。

　＜備考＞

· 洗濯：業者

· 買い物カードなし（私物発注用紙で週1～2回程度の買い物で対応していく）

　　　　　　　　　　　　　　
